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傳つたふる處ところの怪異くわいいの書しよ、多おほくは徳育とくいくのために、訓戒くんかいのために、寓意ぐういを談だんじて、勸懲くわんちやうの資しとなすに過すぎず。蓋けだし教をしへのために、彼かの鬼神きしんを煩わづらはすもの也なり。人意じんい焉いづくんぞ鬼神きしんの好惡かうをを察さつし得えむや。察さつせずして是これを謂いふ、いづれも世道せだうに執着しうぢやくして、其その眞相しんさうを過あやまつなり。聞きく、爰こゝに記しるすものは皆みな事實じじつなりと。讀よむ人ひと、其その走はしるもの汽車きしやに似にず、飛とぶもの鳥とりに似にず、泳およぐもの魚うをに似にず、美びなるもの世よの廂髮ひさしがみに似にざる故ゆゑを以もて、ちくらが沖をきとなす勿なかれ。

泉　鏡花

底本：「文豪怪談傑作選・特別篇　百物語怪談会」ちくま文庫、筑摩書房

　　　2007（平成19）年7月10日第1刷発行

底本の親本：「怪談会」柏舎書楼

　　　1909（明治42）年発行

※底本の「序」に「怪談会」を補って、「怪談会　序」を作品名としました。

入力：門田裕志

校正：noriko saito

2007年11月19日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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